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組み（西谷 2019）などが行われている。  
 
3. 教育実践の目的  





ことが重要である。したがって、教育実践の目的を以下の 2 点に設定する。  




4. 授業内容・授業方法  











学習者  クラス人数：15名  クラス人数：12名
漢字圏9名 漢字圏4名
非漢字圏6名 非漢字圏8名
 日本語学習歴：3年以上  日本語学習歴：3年以上




和歌山大学クロスカル教育機構研究紀要第 2巻 2021 年 3月.129-143. 
132 
















授業計画と具体的な内容を表 1 と表 2 にまとめた。日本文化の中で筆者が実施可能
な 5 つ程度のテーマを設定し、1 つのテーマを 2～3 回に分けて授業計画を立てた。各
テーマの授業構成は、まず 1 回目に講義や活動を行い、2 回目にグループ活動を実施、
3 回目にグループ発表を行った。課題については各テーマの 1 回目に課題内容を提示



















表 2「日本文化入門 K」シラバス 
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アウトルーム機能を使い、講義資料や活動記録、課題などのリソースは Moodle や Mic
rosoft Stream などで管理し、授業に関する連絡や質問等の個別対応は Microsoft Teams
を使用した。  
 
















①書道（「日本文化入門 A」で実施）  









②茶道（「日本文化入門 A」で実施）  











ィングし、記録動画を Microsoft Stream を使って限定公開し、いつでも見られるように
した。  
 















②日本美術（「日本文化入門 A」「日本文化入門 K」で実施）  
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 講義で日本美術の歴史を簡単に確認した後、「作品をじっくり鑑賞すること」を体験




力について 2000 字程度で書くように指定した。  
 






装」「舞台」の 5 つのテーマから興味のあるものを１つ選んで書くように指定した。  
 































6.4. 最終プレゼンテーション  
 単位認定試験では、授業を通して学んだ「日本文化」について、自分の考えを発表す
ることを目的とした最終プレゼンテーションを実施した。授業で扱ったテーマの中か
ら 1 つを選び、3 分間のプレゼンテーションを行う。プレゼンテーション形式は「Thr




















7. 学生の「日本文化」に対する捉え方  
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授業全体のふり返り活動は、学習者の文化的気づき／カルチュラル・アウェアネス





















グ法によって自由記述データを定量的に分析する。すべての回答を KH Coder ver3.07
を使って分析し、どのような語彙を頻繁に使用する傾向があるのかを把握する。「語彙
の出現回数」、「語彙の共起ネットワーク 8」、「語彙の多次元尺度9」の順に示す。  
 
表 3 解答に記述された語彙の出現回数（上位 20 位） 
 
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
知る 38 仏教 7 時代 45 有名 13
日本 20 学ぶ 6 日本 38 歴史 13
歴史 18 現代 5 服装 35 神道 12
思う 16 江戸 5 学ぶ 30 キリスト教 11
着物 15 祭り 5 歌舞伎 29 知る 11
美術 9 神社 5 作品 17 能 10
意味 8 茶道 5 思う 15 平安 10
時代 8 着る 5 宗教 15 面白い 10
絵 7 能 5 美術 14 化粧 9
宗教 7 美術館 5 仏教 13 見る 9
学んでみたいこと（授業前） 学んだこと（授業後）
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図 1 語彙の共起ネットワーク（学んでみたいこと／授業前） 
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図 3 語彙の多次元尺度法（学んでみたいこと／授業前） 
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3 Microsoft Teams、Zoom などの Web 会議システムを活⽤して、教員と学生がリアルタイ
ムで授業に参加する形態のこと。  
4 Moodle などの e-learning システムを活⽤して、テキスト、スライド、動画等のコンテン
ツをオンラインで公開し、学生が自分のペースで閲覧・視聴する形態のこと。  
5 2008 年にオーストラリアのクイーンズランド大学で始まったイベントで、博士課程の大
学院生が 3 分間で 1 枚のスライドを用いて、自らの研究について英語で発表する。現在は
65 ヵ国 600 校以上の大学で実施されている。  
6 文化的気付き度。自分の価値観や行動様式が自分の属している集団の文化に規定されて
いることにどれだけ気付いているかということ。  
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